報告書作成用紙　　（各種講演・国際シンポジウム・座談会用　4枚以内）

	表　題

	大学名、所属部局

○発表者氏名、その他氏名


　＜神戸＞ポートピアホテルで開催の第５０回全国大学保健管理研究集会は、平成２４年１０月１７日、１８日の両日神戸市にて盛会裡に終了いたしました。
　この研究集会では各種講演、国際シンポジウム、座談会、一般研究発表など・・・
一般研究発表・各種講演・座談会・国際シンポジウムの内容等を報告書「CAMPUS HEALTH 50(1)」にまとめ、参加者及び協会加入校に配布いたします。発表者は報告書掲載用原稿を作成し、第50回 全国大学保健管理研究集会 運営事務局（株式会社日本旅行 西日本ＭＩＣＥ営業部）へご提出ください。

受付期間：
2012年10月26日（金）～11月30日（金）

枚　　数：
A4判3枚以内（図表を含む）

※優秀演題の発表者には推薦論文として「CAMPUS HEALTH 50(2)」への投稿をお願いすることとしています。この場合、報告書掲載用原稿はA4判1枚以内としてください。なお、「CAMPUS HEALTH 50(2)」への投稿の詳細については別途、全国大学保健管理協会事務局から通知します。

書　　式：
以下よりダウンロードしたテンプレート（ひな型）に、上書きする形で作成してください。

提出方法：
運営事務局宛のE-mail（juha_2012@nta.co.jp）に添付して送付してください。

※件名を「第50回報告書（演題番号□-□）」として下さい。

・提出された原稿はそのまま製版（CAMPUS HEALTH 50(1)へ掲載）しますので、誤字、脱字、文字化け、文字ズレなどが無いよう充分にご確認ください。

・掲載様式を統一するため、原稿の形式、使用するフォント等は下記のとおりでお願いします。

　　・演題名：ゴシック体全角14ポイント、太字、英字はArial半角、左寄せ。
　　・所属・発表者等： ゴシック体全角12ポイント、太字、英字はArial半角、左寄せ。発表者名の前には○をつけること。

　　・本文、参考文献： 原則として2段組。明朝体全角10ポイント、英字はArial半角。 

・略語については、CAMPUS HEALTH 投稿規定（http://health-uv.umin.ac.jp/kikansi/toukou.html）に準じ、本文中の最初に出たところでフルネームを入れてください。専門用語の解説についても同様とします。 

・引用文献についても同規定に準じ、引用箇所の右肩に上付きで1) 2) のように引用順に番号で示し、原稿末尾に下記の形式で番号順にまとめて記載してください。

文献数は5件以内としてください。 

（雑誌の場合）

執筆者名．論文名．雑誌名 発行年；巻数：引用開始頁－終了頁. Alessandrini P, McRae J, Feman S, et al. Thromboxane biosynthesis and platelet function in type I diabetes mellitus. N Engl J Med 1988; 319: 208-212.

今井草二,遠藤真弘．先天性冠動脈疾患．呼吸と循環 1973; 21: 397-409.

（単行本の場合）

著者名．論文名．In：書名．編集者名. 出版社名；所在地：発行年.p.引用開始頁－終了頁． Abboud CN, Lichtman MA. Structure of the marrow and the hematopoietic microenvironment. In: Williams Hematology 6th ed. edited by Beutler E, Lichtman MA, Coller BS, et al. McGraw-Hill; New York: 2001. p.29-58.

白鳥康史,小俣政男.ｳｲﾙｽ性慢性肝炎．In：内科学 第6版．杉本恒明,小俣政男編．朝倉書店;東京: 1995. p.1036-1039.

